
胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を救急隊が到着するまで
繰り返します

心肺蘇生法の流れ

呼吸がわからない/ ない

蘇生中断
救急隊を待つ

船橋市消防局では、心肺蘇生法やAEDの使い方、その他の応急手当を
習得していただけるよう、救命講習を開催しています
※救命講習会の開催日は市ホームページでご確認いただけます

＜お問い合わせ＞
船橋市消防局救急課

0☎ 47-435-1191

意識がなく動かない

人を呼ぶ・１１９番通報・AEDを要請

呼吸の有無

いやがる

呼吸している

胸骨圧迫
＜小児＞重ねた両手もしくは片手で、胸骨の下半分を垂直に胸の厚さの
約1/3が沈み込む程度に圧迫する。
＜乳児（1歳未満）＞両乳頭を結ぶ線の少し足側の胸骨下半分を指２本
で胸の厚さの約1/3が沈み込む程度に圧迫する。
●1分間に100～120回のテンポで絶え間なく行う

人工呼吸
・片手を額に当て、もう一方の手の人差指と中指の2本（乳児は１本）
をあご先を上げる気道を確保します。
・気道確保したまま、額に当てた手の親指と人差指で鼻をつまむ
・自分の口を大きく開けて傷病者の口を覆って密着させ、１回約１秒
かけて吹き込む。
※乳児は口と鼻を一緒に覆う。

胸骨圧迫・人工呼吸

小児の心肺蘇生法

心肺蘇生法とは、心拍と呼吸が停止した時に行う応急処置です。
胸骨圧迫と人工呼吸を行い、AED（自動除細動器）を使用します。
迷わず行うことがお子さんの命を救います。

胸骨圧迫のやり方
強く（胸の厚さの1/3の深さ）

早く（1分間100回～120回/分）

絶え間なく（中断を最小限にする）

・圧迫のたびに、胸が完全に戻るのを確

認する

素肌に直接貼る

小児のAED
・お子さんにもAEDが救命につながること
があります。
・船橋市では、コンビニエンスストア（一
部を除く）や市の公共施設等にAEDを設置
しています。
・船橋市がAEDを設置している施設等は
「船橋市AEDマップ」でご確認ください。

【※公益社団法人 日本小児科学会 こども救急 子供の事故と対策より】

※

CPR:心肺蘇生法

※

※

※

未就学児用パッド・モードがある場合、
未就学児はそれを使います。ない場合
は小学生～大人用を使います。

人工呼吸ができない際には、胸骨圧迫だけでも続けます

人工呼吸のやり方
・気道を確保して鼻をつまみ

口全体をおおって2回行う

・胸の上がりを確認しながら行う

意識がなく、呼吸が無い（またはわからない）ことを確認したら
心肺蘇生を行います。
・小児は呼吸の停止が原因での心停止が多いため、可能なら人工

呼吸を行います。
・胸骨圧迫と人工呼吸を繰り返します。
・AEDが到着するまで続け、到着したら音声指示に従います。

船橋市AEDマップ 検索

【市ホームページより検索】

【スマートフォン・タブレットで見る】
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